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(57)【要約】
　本発明によるバッテリーモジュールは、角管形態で提
供されるモジュールハウジング、及び広い面が立てられ
て一方向に積層配列され、前記モジュールハウジング内
に収納される複数のパウチ型バッテリーセルから構成さ
れたセルアセンブリを備えるバッテリーモジュールであ
って、前記パウチ型バッテリーセルから延びる電極リー
ドを電気的に連結し、前記セルアセンブリの前面部及び
後面部をそれぞれ覆うセンシングアセンブリを含み、前
記モジュールハウジングの上部及び下部を形成するトッ
ププレート及びボトムプレートと前記セルアセンブリと
の間に冷却空気が流動可能な流路が形成され、前記セン
シングアセンブリの上端部及び下端部には、前記流路に
冷却空気の流出入を許容する通風口が設けられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　角管形態で提供されるモジュールハウジング、及び広い面が立てられて一方向に積層配
列され、前記モジュールハウジング内に収納される複数のパウチ型バッテリーセルから構
成されたセルアセンブリを備えるバッテリーモジュールであって、
　前記パウチ型バッテリーセルから延びる電極リードを電気的に連結し、前記セルアセン
ブリの前面部及び後面部をそれぞれ覆うセンシングアセンブリを含み、
　前記モジュールハウジングの上部及び下部を形成するトッププレート及びボトムプレー
トと前記セルアセンブリとの間に冷却空気が流動可能な流路が形成され、
　前記センシングアセンブリの上端部及び下端部には、前記流路に冷却空気の流出入を許
容する通風口が設けられたことを特徴とするバッテリーモジュール。
【請求項２】
　前記センシングアセンブリは、
　前記電極リードと連結されるバスバー、及び前記バスバーが前面に取り付けられて相互
着脱可能であって、一方向に連続的に組み立てられる複数のセンシングハウジングパーツ
からなるセンシングハウジングを含み、
　前記通風口は、前記複数のセンシングハウジングパーツの上端部及び下端部に形成され
たことを特徴とする請求項１に記載のバッテリーモジュール。
【請求項３】
　前記流路上で前記パウチ型バッテリーセルのエッジ部分に密着し、一端が前記通風口の
外側に露出するように設けられるヒートパイプをさらに含むことを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載のバッテリーモジュール。
【請求項４】
　前記ヒートパイプは、前記パウチ型バッテリーセルの個数に対応するように備えられる
ことを特徴とする請求項３に記載のバッテリーモジュール。
【請求項５】
　前記パウチ型バッテリーセル同士は、互いに広い面が接触するように密着配置されたこ
とを特徴とする請求項１～請求項４のうちいずれか一項に記載のバッテリーモジュール。
【請求項６】
　前記複数のセンシングハウジングパーツは、相互対応する凸起及び凹溝を備え、前記凸
起が前記凹溝に嵌合されて組み立てられることを特徴とする請求項２に記載のバッテリー
モジュール。
【請求項７】
　少なくとも一つの請求項１～請求項６のうちいずれか一項に記載のバッテリーモジュー
ルと、
　内部空間に少なくとも一つの前記バッテリーモジュールを収納可能な箱状で設けられた
パックケースと、
　前記パックケースの一側に結合され、少なくとも一つの前記バッテリーモジュールの一
側の通風口に冷却空気を供給する冷媒供給ユニットとを含むことを特徴とするバッテリー
パック。
【請求項８】
　少なくとも一つの前記バッテリーモジュールは、それぞれの前記バッテリーモジュール
の通風口が同一線上に位置するように並んで密着配置された二つ以上のバッテリーモジュ
ールであり、
　前記バッテリーモジュールの前面部に位置した通風口は冷却空気が流れ込むインレット
通風口として定義され、後面部に位置した通風口は冷却空気が流れ出るアウトレット通風
口として定義され、
　前記パックケースは、前記バッテリーモジュールのインレット通風口が配列される第１
方向に沿って前記パックケースの内部に設けられ、前記冷媒供給ユニットと連通して冷却
空気の流れを前記第１方向に案内するクーラントチャネル部を含むことを特徴とする請求
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項７に記載のバッテリーパック。
【請求項９】
　前記クーラントチャネル部は、縦断面が弧状であって、開放端が前記インレット通風口
を囲むように前記センシングアセンブリに当接して設けられたことを特徴とする請求項８
に記載のバッテリーパック。
【請求項１０】
　前記パックケースは、前記バッテリーモジュールのトッププレート及びボトムプレート
とそれぞれ対面して密着する上板及び下板を備え、
　前記クーラントチャネル部は、前記上板と一体的に形成される上部クーラントチャネル
部及び前記下板と一体的に形成される下部クーラントチャネル部を含むことを特徴とする
請求項８または請求項９に記載のバッテリーパック。
【請求項１１】
　前記センシングアセンブリは、前記上部クーラントチャネル部の下面の下側に当接する
上部突出板、及び前記下部クーラントチャネル部の上面の上側に当接する下部突出板をさ
らに含むことを特徴とする請求項１０に記載のバッテリーパック。
【請求項１２】
　前記パックケースは、少なくとも一つの開口を備え、前記バッテリーモジュールのアウ
トレット通風口と対面する壁面をさらに含むことを特徴とする請求項８～請求項１１のう
ちいずれか一項に記載のバッテリーパック。
【請求項１３】
　前記冷媒供給ユニットは、前記パックケースの外側に設けられるファンと、前記ファン
から二つに分かれて前記上部クーラントチャネル部及び前記下部クーラントチャネル部と
連通するように設けられたファンダクトとを含むことを特徴とする請求項１０または請求
項１１に記載のバッテリーパック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリーモジュール及びそれを含むバッテリーパックに関し、より詳しく
は、空気の流れがバッテリーセルのエッジ部分に沿って誘導される空冷式バッテリーモジ
ュール及びそれを含むバッテリーパックに関する。
【０００２】
　本出願は、２０１７年１２月６日出願の韓国特許出願第１０－２０１７－０１６６４３
３号に基づく優先権を主張し、該当出願の明細書及び図面に開示された内容は、すべて本
出願に組み込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　近年二次電池は、携帯用機器だけでなく、電気的駆動源によって駆動する電気自動車（
ＥＶ：Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｖｅｈｉｃｌｅ）またはハイブリッド自動車（ＨＥＶ：Ｈｙｂ
ｒｉｄ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｖｅｈｉｃｌｅ）、電力貯蔵装置（ＥＳＳ：Ｅｎｅｒｇｙ Ｓ
ｔｏｒａｇｅ Ｓｙｓｔｅｍ）などにも普遍的に適用されている。
【０００４】
　現在、リチウムイオン電池、リチウムポリマー電池、ニッケルカドミウム電池、ニッケ
ル水素電池、ニッケル亜鉛電池などの二次電池が広く使用されている。このような単位二
次電池セル、すなわち、単位バッテリーセルの作動電圧は約２．５Ｖ～４．６Ｖである。
したがって、これよりも高い出力電圧が求められる場合、複数のバッテリーセルを直列で
連結してバッテリーパックを構成する。また、バッテリーパックに求められる充放電容量
によって、多数のバッテリーセルを並列で連結してバッテリーパックを構成することもあ
る。したがって、上記バッテリーパックに含まれるバッテリーセルの個数は、求められる
出力電圧または充放電容量によって多様に設定され得る。
【０００５】
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　多数の二次電池セルを直列／並列で連結してバッテリーパックを構成する場合、予め決
められた個数の二次電池セルを一つのバッテリーモジュールとして構成し、少なくとも一
つのバッテリーモジュールとその他の構成要素を用いてバッテリーパックを構成する方法
が一般的である。ここで、バッテリーモジュールやバッテリーパックを構成する二次電池
セルとしては、一般に、相互積層し易いという利点を有するパウチ型二次電池が用いられ
る。
【０００６】
　一方、パウチ型二次電池は、充放電を繰り返す過程で熱が発生する。バッテリーモジュ
ールには多数のパウチ型二次電池が狭い空間に密集しているため、バッテリーモジュール
の作動中には温度が大きく上昇し得る。バッテリーモジュールの温度が適正温度より高く
なる場合、性能が低下し得、酷い場合は爆発や発火の危険性もある。したがって、バッテ
リーモジュールの構成においては、冷却手段を確保することが非常に重要である。
【０００７】
　バッテリーモジュールの冷却方式としては、代表的に、空冷式と水冷式の二つが挙げら
れるが、漏電や防水問題などのため水冷式より空冷式が広く用いられている。
【０００８】
　従来技術による空冷式バッテリーモジュールは、一方向に積層配列されるバッテリーセ
ル同士の間にギャップを設けて流路を確保し、該流路に空気を通過させる構造で設計され
たものが多い。一例として、韓国特許公開第１０－２０１３－００３５１９２号公報には
、単位セル同士の間にギャップを設け、空気が単位セル同士の間を流れながらバッテリー
セルを冷却する技術が開示されている。また、韓国特許公開第１０－２０１４－０１４４
７８１号公報には、電池セル同士の間に２枚の冷却フィンを接触させ、該２枚の冷却フィ
ンの間に流路を設けて空気を流すことで、空気によって冷却された冷却フィンで電池セル
を間接冷却する技術が開示されている。
【０００９】
　しかし、上記のような従来技術による空冷式バッテリーモジュールは、大きく二つの問
題がある。第一、中大型バッテリーモジュール又はバッテリーパックの場合、空気流路を
確保するための単位セル間の間隔のため、単位体積当りエネルギー密度が低い。第二、衝
撃や振動が加えられる場合、単位セル同士が密着して流路が無くなるか、または、狭い流
路に異物が入って流路が詰まる恐れがあって構造的安定性が足りない。外にも、単位セル
同士の間隔を一定に維持するためカートリッジのような部品をさらに設けなければならず
、カートリッジ組立工程が追加されてコストも上昇する問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、バッテリーセル同士の間隔を無く
し、空気の流れがバッテリーセルのエッジ領域に集中されるように流路を構成することで
、エネルギー密度を高めることができるバッテリーモジュールを提供することを目的とす
る。
【００１１】
　また、少なくとも一つ以上の上記バッテリーモジュールを含み、空気の流れが上記バッ
テリーセルのエッジ領域に集中できる気流誘導構造を有するバッテリーパックを提供する
ことを目的とする。
【００１２】
　本発明の他の目的及び長所は、下記の説明によって理解でき、本発明の実施形態によっ
てより明らかに分かるであろう。また、本発明の目的及び長所は、特許請求の範囲に示さ
れる手段及びその組合せによって実現することができる。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一態様によれば、角管形態で提供されるモジュールハウジング、及び広い面が
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立てられて一方向に積層配列され、前記モジュールハウジング内に収納される複数のパウ
チ型バッテリーセルから構成されたセルアセンブリを備えるバッテリーモジュールであっ
て、
　前記パウチ型バッテリーセルから延びる電極リードを電気的に連結し、前記セルアセン
ブリの前面部及び後面部をそれぞれ覆うセンシングアセンブリを含み、前記モジュールハ
ウジングの上部及び下部を形成するトッププレート及びボトムプレートと前記セルアセン
ブリとの間に冷却空気が流動可能な流路が形成され、前記センシングアセンブリの上端部
及び下端部には、前記流路に冷却空気の流出入を許容する通風口が設けられたバッテリー
モジュールが提供される。
【００１４】
　前記センシングアセンブリは、前記電極リードと連結されるバスバー、及び前記バスバ
ーが前面に取り付けられて相互着脱可能であって、一方向に連続的に組み立てられる複数
のセンシングハウジングパーツからなるセンシングハウジングを含み、前記通風口は前記
複数のセンシングハウジングパーツの上端部及び下端部に形成され得る。
【００１５】
　前記パウチ型バッテリーセル同士は、互いに広い面が接触するように密着配置され得る
。
【００１６】
　前記複数のセンシングハウジングパーツは、相互対応する凸起及び凹溝を備え、前記凸
起が前記凹溝に嵌合されて組み立てられ得る。
【００１７】
　本発明の他の態様によるバッテリーモジュールは、前記流路上で前記パウチ型バッテリ
ーセルのエッジ部分に密着し、一端が前記通風口の外側に露出するように設けられるヒー
トパイプをさらに含む。
【００１８】
　前記ヒートパイプは、前記パウチ型バッテリーセルの個数に対応するように備えられ得
る。
【００１９】
　本発明のさらに他の態様によれば、上述した少なくとも一つのバッテリーモジュールと
、内部空間に少なくとも一つの前記バッテリーモジュールを収納可能な箱状で設けられた
パックケースと、前記パックケースの一側に結合され、少なくとも一つの前記バッテリー
モジュールの一側の通風口に冷却空気を供給する冷媒供給ユニットとを含むバッテリーパ
ックが提供される。
【００２０】
　少なくとも一つの前記バッテリーモジュールは、それぞれの前記バッテリーモジュール
の通風口が同一線上に位置するように並んで密着配置された二つ以上のバッテリーモジュ
ールであり、前記バッテリーモジュールの前面部に位置した通風口は冷却空気が流れ込む
インレット通風口として定義され、後面部に位置した通風口は冷却空気が流れ出るアウト
レット通風口として定義され、前記パックケースは、前記バッテリーモジュールの通風口
が配列される第１方向に沿って前記パックケースの内部に設けられ、前記冷媒供給ユニッ
トと連通して冷却空気の流れを前記第１方向に案内するクーラントチャネル部を含み得る
。
【００２１】
　前記クーラントチャネル部は、縦断面が弧状であって、開放端が前記インレット通風口
を囲むように前記センシングアセンブリに当接して設けられ得る。
【００２２】
　前記パックケースは、前記バッテリーモジュールのトッププレート及びボトムプレート
とそれぞれ対面して密着する上板及び下板を備え、前記クーラントチャネル部は、前記上
板と一体的に形成される上部クーラントチャネル部及び前記下板と一体的に形成される下
部クーラントチャネル部を含み得る。
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【００２３】
　前記センシングアセンブリは、前記上部クーラントチャネル部の下面の下側に当接する
上部突出板、及び前記下部クーラントチャネル部の上面の上側に当接する下部突出板をさ
らに含み得る。
【００２４】
　前記パックケースは、少なくとも一つの開口を備え、前記バッテリーモジュールのアウ
トレット通風口と対面する壁面をさらに含み得る。
【００２５】
　前記冷媒供給ユニットは、前記パックケースの外側に設けられるファンと、前記ファン
から二つに分かれて前記上部クーラントチャネル部及び前記下部クーラントチャネル部と
連通するように設けられたファンダクトとを含み得る。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の一態様によれば、空冷式バッテリーモジュールであって、バッテリーセル同士
の間隔を無くし、空気の流れがバッテリーセルのエッジ領域に集中されるように流路を構
成することで、エネルギー密度を高めたバッテリーモジュールを提供することができる。
【００２７】
　また、本発明の他の態様によれば、簡便且つ容易な拡張性を有するセンシングアセンブ
リを備えたバッテリーモジュールを提供することができる。
【００２８】
　また、本発明のさらに他の態様によれば、冷却空気の流れが上記バッテリーモジュール
の流路に集中できるように構成されたパックケース及びファンダクトを備えたバッテリー
パックを提供することができる。
【００２９】
　本発明の効果は、上述した効果に限定されることなく、その他の効果は本明細書及び添
付される図面から本発明が属する技術分野で通常の知識を持つ者に明確に理解されるであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施形態によるバッテリーモジュールの概略的な構成を示した斜視図
である。
【図２】図１に示されたバッテリーモジュールの部分分解斜視図である。
【図３】縦方向に切断したバッテリーモジュールの斜視図である。
【図４】図３の部分拡大図である。
【図５】本発明の一実施形態によるセンシングアセンブリの正面図である。
【図６】図５に示されたセンシングアセンブリの部分分解斜視図である。
【図７】図２に対応する図面であって、本発明の他の実施形態によるバッテリーモジュー
ルの部分分解斜視図である。
【図８】本発明の他の実施形態によるバッテリーモジュールの縦断面図である。
【図９】本発明の一実施形態によるバッテリーパックの概略的な構成を示した斜視図であ
る。
【図１０】図９に示されたバッテリーパックのＩ－Ｉ’断面図である。
【図１１】図１０の部分拡大図である。
【図１２】図９に示されたバッテリーパックのＩＩ－ＩＩ’断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本明細書に記載された実施形態及び図面に示された構成は、本発明のもっとも望ましい
一実施形態に過ぎず、本発明の技術的な思想のすべてを代弁するものではないため、本出
願の時点においてこれらに代替できる多様な均等物及び変形例があり得ることを理解せね
ばならない。
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【００３２】
　本発明の実施形態は、通常の技術者に本発明をより完全に説明するために提供されるも
のであるため、図面の構成要素の形状及び大きさなどはより明確な説明のために誇張また
は省略されるか、概略的に示され得る。したがって、各構成要素の大きさや比率は実際的
な大きさや比率を専ら反映するものではない。
【００３３】
　図１は本発明の一実施形態によるバッテリーモジュールの概略的な構成を示した斜視図
であり、図２は図１に示されたバッテリーモジュールの部分分解斜視図であり、図３は縦
方向に切断したバッテリーモジュールの斜視図であり、図４は図３の部分拡大図である。
【００３４】
　これら図面は参照すれば、本発明の一実施形態によるバッテリーモジュール１００は、
セルアセンブリ１１０、一対の緩衝パッド１２０、トッププレート１３０、ボトムプレー
ト１４０、一対のサイドプレート１５０、及びセンシングアセンブリ１６０を含む。
【００３５】
　セルアセンブリ１１０は、パウチ型バッテリーセル１１１のみから構成されたセル積層
体である。上記パウチ型バッテリーセル１１１は、互いに完全に密着して面同士が接触し
、広い面が立てられて一方向に配列される。したがって、パウチ型バッテリーセル１１１
の両側のエッジ部分１１１ａは、セルアセンブリ１１０の上端部と下端部を形成するよう
になる。ここで、上記パウチ型バッテリーセル１１１のエッジ部分１１１ａはウィング（
ｗｉｎｇ）とも称される。
【００３６】
　このような本発明によるセルアセンブリ１１０は、別途の部品なく、パウチ型バッテリ
ーセル１１１同士が互いに最大限密着しているため、バッテリーセル１１１同士の間に空
気流路が存在する従来の空冷式バッテリーモジュール１００に比べて、単位体積当りエネ
ルギー密度が高い。
【００３７】
　セルアセンブリ１１０の両側面部には一対の緩衝パッド１２０が配置される。パウチ型
バッテリーセルは、充放電が繰り返される過程で電極が厚くなるか、または、副反応によ
って内部電解質が分解されてガスが発生し得る。このとき、電極の膨張及び／または発生
したガスによってパウチ型バッテリーセル１１１が膨れ上がる現象を「スウェリング現象
」とする。参考までに、スウェリング現象は、充放電時の電極膨張により多く影響を受け
る。上記緩衝パッド１２０は、このようなパウチ型バッテリーセル１１１を圧迫して、バ
ッテリーセル１１１の膨張を防止または緩和する。例えば、緩衝パッド１２０は、発泡ポ
リプロピレン（ＥＰＰ）またはエチレン酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）から、パウチ型バ
ッテリーセル１１１の広い面と対面するサイズのフォーム形状で製造され得る。
【００３８】
　トッププレート１３０及びボトムプレート１４０と一対のサイドプレート１５０は、所
定の面積のプレート状に設けられ、セルアセンブリ１１０の上／下部、そして両側面部に
位置してセルアセンブリ１１０の上部、下部、左側面部、右側面部をそれぞれ覆う。この
ようなトッププレート１３０及びボトムプレート１４０、一対のサイドプレート１５０を
総称してエンドプレートとし、これらはクリンチング（ｃｌｉｎｃｈｉｎｇ）方式で組み
立てられて角管形態のモジュールハウジングを構成することができる。
【００３９】
　このようなトッププレート１３０及びボトムプレート１４０と一対のサイドプレート１
５０は、セルアセンブリ１１０に対する機械的支持力を与え、セルアセンブリ１１０を外
部の衝撃などから保護する役割をする。したがって、上記トッププレート１３０及びボト
ムプレート１４０と一対のサイドプレート１５０は、剛性を確保できるようにスチールな
どの金属材質から製造することが望ましい。
【００４０】
　特に、図３及び図４に示したように、本発明によるバッテリーモジュール１００の流路
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Ｆは、上記トッププレート１３０と上記セルアセンブリ１１０の上端部との間、及び上記
ボトムプレート１４０と上記セルアセンブリ１１０の下端部との間に形成される。
【００４１】
　パウチ型バッテリーセル１１１のエッジ部分１１１ａは、パウチ外装材が熱融着された
部分を折り畳んだ部分であるため、表面が平坦ではない。したがって、パウチ型バッテリ
ーセル１１１のエッジ部分１１１ａと、トッププレート１３０またはボトムプレートとの
間には空間が形成され得る。本発明によるバッテリーモジュール１００では、このような
空間が流路Ｆとして活用され、冷却空気が上記流路Ｆに沿って（Ｘ軸方向）流動しながら
バッテリーセル１１１のエッジ部分１１１ａを直接冷却する。
【００４２】
　一方、このような流路Ｆの入口及び出口は、後述するセンシングアセンブリ１６０に設
けられる。
【００４３】
　センシングアセンブリ１６０は、セルアセンブリ１１０の前面部及び後面部をそれぞれ
覆い、パウチ型バッテリーセル１１１から延びる電極リード１１２を電気的に連結するた
めの構成である。このようなセンシングアセンブリ１６０は、センシングハウジング１６
２、及びセンシングハウジング１６２の前面に取り付けられるバスバー１６１を含む。パ
ウチ型バッテリーセル１１１の電極リード１１２は、センシングハウジング１６２を通っ
てバスバー１６１に、例えば、超音波溶接などによって取り付けられ得る。
【００４４】
　特に、本発明によるセンシングハウジング１６２は、相互着脱可能であって、一方向に
連続的に組み立て可能に設けられる複数のセンシングハウジングパーツ１６３から構成さ
れる。
【００４５】
　センシングハウジングパーツ１６３は、パウチ型バッテリーセル１１１の個数に対応す
る個数で設けられ、相互対応する凸起１６３ｂ及び凹溝１６３ｃを備えて、ブロック形態
に嵌合されて組み立てられる。
【００４６】
　例えば、図５及び図６に示したように、センシングハウジングパーツ１６３は左側面に
凸起１６３ｂが設けられ、その反対側である右側面に凹溝１６３ｃが設けられ得る。一つ
のセンシングハウジングパーツ１６３の凸起１６３ｂが他の一つのセンシングハウジング
パーツ１６３の凹溝１６３ｃに嵌合されることで、これら二つのセンシングハウジングパ
ーツ１６３は互いに当接するように組み立てられる。また、センシングハウジングパーツ
１６３は相互スナップ－フィット締結されても良い。
【００４７】
　また、本発明によるバスバー１６１は、両端部が少なくとも二重に折り曲げられた形態
で設けられ、二つのセンシングハウジングパーツ１６３が組み立てられるときに形成され
るスリット１６２ａに上記両端部が嵌め込まれることで、上記二つのセンシングハウジン
グパーツ１６３の間に取り付けられる。
【００４８】
　このようなパターンでセンシングハウジングパーツ１６３及びバスバー１６１を一方向
に組み立てて行けば、一つのセンシングアセンブリ１６０を完成することができる。
【００４９】
　本発明のように、センシングハウジングパーツ１６３及びバスバー１６１を組み立てて
センシングアセンブリ１６０を構成する場合、バッテリーセル１１１の個数が追加されて
セルアセンブリ１１０の幅が変更されても、センシングハウジングパーツ１６３及びバス
バー１６１を追加して組み立てることで、変更されたセルアセンブリ１１０と互換可能な
センシングアセンブリ１６０を製造することができる。
【００５０】
　また、本発明によるセンシングアセンブリ１６０には、上述したように、バッテリーモ
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ジュール１００の内部に形成される流路Ｆへの冷却空気の流出入を許容する通風口１６３
ａがさらに備えられる。
【００５１】
　図１、図５及び図６を参照すれば、センシングアセンブリ１６０はセルアセンブリ１１
０の前面部と後面部に一つずつ二つであり、通風口１６３ａは前面部／後面部のセンシン
グアセンブリ１６０の上端部と下端部に備えられる。すなわち、前面部に位置したセンシ
ングアセンブリ１６０に備えられた通風口１６３ａは流路Ｆの入口になり、後面部に位置
したセンシングアセンブリ１６０に備えられた通風口１６３ａは流路Ｆの出口になる。
【００５２】
　より具体的には、一つのセンシングハウジングパーツ１６３の上端部と下端部にそれぞ
れ二つずつの通風口１６３ａが備えられるが、各センシングハウジングパーツ１６３の裏
面には一つのパウチ型バッテリーセル１１１が位置して、上記二つずつの通風口１６３ａ
は流路Ｆ上にある一つのパウチ型バッテリーセル１１１の両側エッジ部分１１１ａと同一
線上に位置する。
【００５３】
　したがって、冷却空気が一側の通風口１６３ａを通って流路Ｆに流れ込むことで、バッ
テリーセル１１１の両側エッジ部分１１１ａに流れを集中させることができる。このよう
な冷却空気は、それぞれのパウチ型バッテリーセル１１１のエッジ部分１１１ａに沿って
流れながらバッテリーセル１１１から熱を吸収し、反対側の通風口１６３ａを通って流れ
出ることができる。
【００５４】
　このようにバッテリーセル１１１のエッジを直接空冷する方式によれば、冷却板による
間接冷却方式に比べて冷却効率が優れるだけでなく、バッテリーセル１１１同士を密着で
きるため、従来技術による空冷式バッテリーモジュール１００に比べてエネルギー密度を
向上させることができる。
【００５５】
　以下、図７及び図８を参照して本発明の他の実施形態によるバッテリーモジュール１０
０について説明する。上述した実施形態と同じ部材は同じ部材番号で示して重なる説明を
省略し、上述した実施形態との相違点を中心に説明する。
【００５６】
　本実施形態によるバッテリーモジュール１００にはヒートパイプ１７０がさらに含まれ
る。上記ヒートパイプ１７０は、流路Ｆ上で各パウチ型バッテリーセル１１１のエッジ部
分１１１ａに取り付けられ、一端が通風口１６３ａの内外に設けられる。
【００５７】
　例えば、セルアセンブリ１１０をＣ－レート（ｒａｔｅｄ ｃａｐａｃｉｔｙ ｉｎ ａ
ｎ ｈｏｕｒ）の高いバッテリーセル１１１から構成する場合、各バッテリーセル１１１
に熱伝導度の高いヒートパイプ１７０をさらに取り付けることで、冷却空気及びヒートパ
イプ１７０による直／間接冷却方式を適用してバッテリーセル１１１を冷却することもで
きる。
【００５８】
　このような本実施形態によるバッテリーモジュールは、ヒートパイプ１７０をさらに設
けることで、上述した実施形態に比べて、冷却性能をさらに向上させることができる。
【００５９】
　以下、図９を参照して本発明によるバッテリーパック１０について説明する。上記バッ
テリーパック１０は、上述した少なくとも一つのバッテリーモジュール１００、内部空間
に少なくとも一つの上記バッテリーモジュール１００を収納可能な箱状で設けられたパッ
クケース２００、及び上記パックケース２００の一側に結合され、少なくとも一つの上記
バッテリーモジュール１００の一側の通風口１６３ａに冷却空気を供給する冷媒供給ユニ
ット３００を含む。
【００６０】
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　本実施形態の場合、バッテリーパック１０は二つのバッテリーモジュール１００を含み
、二つのバッテリーモジュール１００は前面部／後面部に位置した通風口１６３ａがそれ
ぞれ（Ｙ軸方向に）同一線上に位置するように並んで密着配置されて、インタバスバーに
よって電気的に連結される。
【００６１】
　以下、バッテリーモジュール１００の一側の通風口１６３ａ、換言すれば、バッテリー
モジュール１００の前面部に位置した通風口１６３ａが配列される方向を第１方向とし、
バッテリーモジュール１００内で流路Ｆが形成される方向を第２方向とする。図９を見れ
ば、Ｙ軸方向が第１方向になり、Ｘ軸方向が第２方向になる。また、バッテリーモジュー
ル１００の前面部に位置した通風口１６３ａをインレット通風口１６３ａとし、後面部に
位置した通風口１６３ａをアウトレット通風口とする。
【００６２】
　図１０及び図１１を参照すれば、本発明によるパックケース２００は、内部に、バッテ
リーモジュール１００のインレット通風口１６３ａが配列される第１方向に沿って空気の
流れを案内する通路役割をするクーラントチャネル部２１０、２２０を備える。そして、
上記パックケース２００の外側壁面に冷媒供給ユニット３００が取り付けられ、上記冷媒
供給ユニット３００は上記クーラントチャネル部２１０、２２０のみに連通するように構
成される。したがって、冷媒供給ユニット３００を作動させれば、上記クーラントチャネ
ル部２１０、２２０のみに外部空気が流れ込むようになる。
【００６３】
　また、本実施形態による上記クーラントチャネル部２１０、２２０は、縦断面が弧状で
あって、開放端２１０ａ、２２０ａが上記バッテリーモジュール１００のインレット通風
口１６３ａを囲むようにセンシングアセンブリ１６０に当接して設けられている。
【００６４】
　このようなクーラントチャネル部２１０、２２０に流れ込んだ外部空気は第１方向に沿
って流動しながらインレット通風口１６３ａを通って分岐し、第２方向に流れることがで
きる。上記インレット通風口１６３ａを通過した外部空気は、上述したように、バッテリ
ーモジュール１００の流路Ｆ上に露出しているバッテリーセル１１１のエッジ部分１１１
ａに沿って流れながらバッテリーセル１１１を冷却させ、アウトレット通風口を通ってバ
ッテリーモジュール１００の外に流れ出ることができる。そして、バッテリーモジュール
１００の外に流れ出た熱い空気は、流れ方向を変えずにパックケース２００の壁面を通過
して外部に排出される。上記パックケース２００の壁面は、上記アウトレット通風口の対
向側に位置した壁面であって、少なくとも一つの開口２５０を備え、上記少なくとも一つ
の開口２５０を通じて熱い空気をパックケース２００の外部に排出することができる。
【００６５】
　以下、図１１及び図１２を参照してパックケース２００のクーラントチャネル部２１０
、２２０とバッテリーモジュール１００のインレット通風口１６３ａと冷媒供給ユニット
３００との接続構造をより詳しく説明する。
【００６６】
　本実施形態において、クーラントチャネル部２１０、２２０は、上部クーラントチャネ
ル部２１０及び下部クーラントチャネル部２２０を含み、上記上部クーラントチャネル部
２１０及び上記下部クーラントチャネル部２２０はパックケース２００の上板２３０及び
下板２４０に一体的に形成される。
【００６７】
　上記上板２３０及び下板２４０は、バッテリーモジュール１００のトッププレート１３
０及びボトムプレート１４０とそれぞれ対面して密着し、上板２３０及び下板２４０の一
側辺部分は他の部分よりも厚いブロック形態で形成される。
【００６８】
　上部クーラントチャネル部２１０と下部クーラントチャネル部２２０は、このような上
板２３０と下板２４０のブロック形態の一側辺部分に、縦断面が弧状又はＵ字状になるよ
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うに設けられる。また、上記ブロック形態の一側辺部分は、上板２３０と下板２４０との
間に側面板を結合するとき、ボルトを締結する部分として使用され得る。
【００６９】
　一方、バッテリーモジュール１００のセンシングアセンブリ１６０は、上記上部クーラ
ントチャネル部２１０の下面の下側に当接する上部突出板１６３ｄ、及び上記下部クーラ
ントチャネル部２２０の上面の上側に当接する下部突出板１６３ｅをさらに含むことがで
きる。
【００７０】
　このような構成によれば、図１１のように、バッテリーモジュール１００は、上記上部
突出板１６３ｄ及び下部突出板１６３ｅが上部クーラントチャネル部２１０と下部クーラ
ントチャネル部２２０との間に挟まれる形態でパックケース２００の内部に配置される。
【００７１】
　また、センシングアセンブリ１６０の前面部は、上部クーラントチャネル部２１０と下
部クーラントチャネル部２２０の開放端が当接するように密着配置され得る。この場合、
インレット通風口１６３ａは上記上部突出板１６３ｄの上側と上記下部突出板１６３ｅの
下側の２ヶ所に位置するため、上部クーラントチャネル部２１０と下部クーラントチャネ
ル部２２０によって完全に覆われ得る。
【００７２】
　図１２を参照すれば、冷媒供給ユニット３００は、ファン３１０、及び上記ファン３１
０から上記クーラントチャネル部２１０、２２０と連結されるファンダクト３２０を含む
。
【００７３】
　ファンダクト３２０は、上記ファン３１０から二つに分かれて、第１ダクト３２０ａ及
び第２ダクト３２０ｂを含む。上記第１ダクト３２０ａは、上記上部クーラントチャネル
部２１０と連通し、上記第２ダクト３２０ｂは上記下部クーラントチャネル部２２０と連
通するように設けられる。したがって、上記ファンダクト３２０は、第１方向に略Ｙ字状
の空気通路を形成すると理解できる。
【００７４】
　すなわち、ファン３１０が駆動されれば、ファンダクト３２０に沿ってパックケース２
００の内部に外部空気が流れ込まれる。このとき、ファンダクト３２０がＹ字状であって
上記上部クーラントチャネル部２１０及び下部クーラントチャネル部２２０と連結される
ため、外部空気の流れはパックケース２００の内部で上記上部クーラントチャネル部２１
０及び下部クーラントチャネル部２２０のみに集中され、流速を速く維持することができ
る。パックケース２００において、空気は上部クーラントチャネル部２１０及び下部クー
ラントチャネル部２２０に沿って流れながら分岐してインレット通風口１６３ａを通過し
、バッテリーモジュール１００内部の流路Ｆに流れ込んでバッテリーセル１１１を冷却さ
せる。
【００７５】
　以上のような本発明の構成によれば、バッテリーセル１１１同士の間隔を無くすことで
エネルギー密度を高め、空気の流れをバッテリーセル１１１のエッジ領域に集中させるこ
とでバッテリーセル１１１を効果的に空冷できるバッテリーモジュール１００及びバッテ
リーパック１０を提供することができる。
【００７６】
　一方、本発明によるバッテリーパック１０は、本発明による少なくとも一つのバッテリ
ーモジュール、パックケース、冷媒供給ユニットの外にも、詳しく図示していないが、バ
ッテリーモジュールの充放電を制御するための各種の装置、例えば、ＢＭＳ、電流センサ
、ヒューズなどをさらに含み得る。
【００７７】
　本発明によるバッテリーパックは、電気自動車やハイブリッド自動車のような自動車、
または、電力貯蔵装置（ＥＳＳ）に適用することができる。
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【００７８】
　以上のように、本発明を限定された実施例と図面によって説明したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者によって本発
明の技術思想と特許請求の範囲の均等範囲内で多様な修正及び変形が可能であることは言
うまでもない。
【００７９】
　一方、本明細書において、上、下、左、右、前、後のように方向を表す用語が使われた
が、このような用語は説明の便宜上使用されたものであって、観測者の位置や対象になる
物の位置などによって変わり得ることは本発明の当業者にとって自明である。
【符号の説明】
【００８０】
　１０　バッテリーパック
　１００　バッテリーモジュール
　１１０　セルアセンブリ
　１１１　バッテリーセル
　１１１ａ　エッジ部分
　１１２　電極リード
　１２０　緩衝パッド
　１３０　トッププレート
　１４０　ボトムプレート
　１５０　サイドプレート
　１６０　センシングアセンブリ
　１６１　バスバー
　１６２　センシングハウジング
　１６２ａ　スリット
　１６３　センシングハウジングパーツ
　１６３ａ　インレット通風口
　１６３ｂ　凸起
　１６３ｃ　凹溝
　１６３ｄ　上部突出板
　１６３ｅ　下部突出板
　１７０　ヒートパイプ
　２００　パックケース
　２１０　上部クーラントチャネル部
　２１０ａ　開放端
　２２０　下部クーラントチャネル部
　２２０ａ　開放端
　２３０　上板
　２４０　下板
　２５０　開口
　３００　冷媒供給ユニット
　３１０　ファン
　３２０　ファンダクト
　３２０ａ　第１ダクト
　３２０ｂ　第２ダクト
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